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     楽しい催しがいっぱい！ 是非ご参加ください！ 
◎川で遊ぼう  ： 魚とり、魚釣り（小学生以上対象） 

                 オイカワやヨシノボリやエビなどがとれるかも？ 

           笹舟レース   笹船の作り方を知って、川でレースをしませんか 

           水鉄砲遊び  プールから風船のマトめがけて水鉄砲！ 

プール遊び  小さいプールで思いっきり水遊びを！ 

落書き遊び  思う存分落書きができます 

どれに参加しますか、全部? 大いに挑戦し楽しんで下さい！ 

◎川で学ぼう  ：ミニ水族館   真光寺川に住む魚などの生き物を展示します。 

               生き物写真展 川や川沿いの魚や植物や鳥たちの写真を展示します。 

◎川を歩こう   ：植物観察会   川沿いの植物を観察しながらウォーキング 

                   元学芸員が案内します、 

☆魚取りの網（アミ）や魚釣りの竿（サオ）なども一部用意しています  

☆冷たい飲み物プレゼント
 

   

   

 

 
 

 

 

  楽しい 魚取り ミニ水族館 

（能ｹ谷４丁目 魁力屋ラーメン店裏） 

ここ数年川の汚れが目立ち川まつりを中止してきましたが、今年は極力川に入らないで楽しめるよう企画し

ました。川まつりを機会に川への関心を深めていただき、川をきれいにすることにご支援をお願い致します。 

 
当たった！水鉄砲遊び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカポスト： お礼 

4月～５月は能ｹ谷の淀様・赤城様 

中町の桑山様、小川の酒井様、真光寺 

の仲村様からのご寄付に、めだかポスト・ 

一木会・見つめ会からのご寄付を合算し 

４８，２２０円でした。 

里親の会の活動に対しお寄せいただい 

たご厚志に深く感謝いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

し汚い水に棲む生物ということでした。 

 調査地 3 地点の中で確認種数と量が多かったの

は、能ケ谷橋上流でした。下堰親水場ではヒメダカが

確認されて放流由来のものと推定されました。3 地点

に共通して言えることは、大型のコイなどが多く、小さ

い底生生物は食べられる圧力を受けているということ

でした。 

 結果としては、やはり都市河川の水生生物相と

言えるようです。でも、これまで同様、諦めることなく、

４月・５月の清掃報告 

４月１３日は１５名で清掃を行い、２２袋のゴミを拾い

ました。５月１１日は１９名が参加し、１６袋のゴミとタイヤ

や傘等を引き上げました。５月はさわやかな天気に恵ま

れ、清掃後は心もすがすがしい気持ちになりました。川

では小さなオイカワが沢山泳いでいました。 

７月・８月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆７月１３日（日）、８月１０日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや、 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

真光寺川を清流にする会のＨＰ/mail      ☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

http://www.shinkojigawa.com/        ☆事務局：黒田 TEL/FAX:708-4269 

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com      （ご意見・問合せは黒田までお寄せください） 

 

 

 

４月に町田市により下堰橋のフェンスが堅牢なフェ

ンスになりました。また橋名の表示も大きく分かり

やすくなりました。これまで吉原都議といわせ市議

を通じ消えていた橋名の補修をお願いしていまし

たが、フェンスの取り換えもあわせて実現しました 

お知らせ 

３月実施の真光寺川の水生生物調査結果 

 

 確認された生物は、魚類・コイ、モツゴ、オイカワなど、 

貝類・ヒメモノアラガイ、ヒメタニシなど、甲殻類・スジエ 

ビ、ヌカエビなど、昆虫類・ハグロトンボ、アジアイトトンボ 

など 23種でした。 

 河川の水生生物による水質判断は、Ⅰきれいな水、Ⅱ

少し汚い水、Ⅲ汚い水、Ⅳ大変汚い水の 4 段階に分けら

れますが、ほとんどの種が、汚い水～大変汚い水に生息

する生物でした。ですが、コカゲロウ科の 1 種などは、少

これまでに化学的分析による水質調査を繰り返し

ながら、真光寺川を清流にする活動と同時に、野鳥、

植物、水棲生物という生物学的に自然が豊かな川な

のかという活動も続けて参りました。 

 今回は専門的な知識が最も必要な水生生物の調査

を、コンサルタントの宇山浩彦氏にお願いして、去る 3

月 16 日に、広袴調整池、能ケ谷橋上流、下堰親水場

の 3地点で行いました。 

これ以上、生物相を少なくしないように、また、以前の魚や

鳥や昆虫が戻る川を目指して活動を続けていくことに変わ

りはありません。 

 最後に参考と比較のために同氏が町田では一番、自然

が残っている「ならばい谷戸」での水生生物の結果を挙げ

ておきます。確認種数約 80 種。多いのは昆虫類でトンボ

の仲間でした。ここにはホタルが生息しています。  

          （文：吉田 三夫） 
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